
ラウンドテーブル2024

2024年12月５日 （木） 子育て／子どもの学び

2024年12月10日（火） にぎわい／防犯・環境浄化

2024年12月12日（木） 地域福祉

2024年12月17日（火） 防災
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ラウンドテーブル2024の開催趣旨

１ ラウンドテーブルとは

 ラウンドテーブルミーティングは、参加者全員が対等な立場で意見を交換し合う場を提供するミーティング形式です。

 円卓会議とも呼ばれ、特定のテーマに関する詳細な討論や意見交換を行うことが目的です。

２ 中央区将来ビジョン2023‐2027のアップデート

 「中央区将来ビジョン2023－2027」から1年半を経過し、コロナ禍やインバウンドなどの影響もあり社会情勢が、ビジョンの策定

時点の2023年3月から変化していることが認められます。

 このため、中央区将来ビジョンが“陳腐化してはいないか？”“現在の区民ニーズにマッチしているか？”などの視点により、

ＰＤＣＡサイクル（Ｐｌａｎ（計画） Ｄｏ（実行） Ｃｈｅｃｋ（確認） Ａｃｔ（改善））の手法により、中央区将来

ビジョンをアップデートする必要があります。

３ ラウンドテーブル2024の開催

 このアップデート作業にあたり、行政内部だけの検討に留まらず、区政運営に造詣の深い区政会議委員の皆さまから、早い段階

からご意見をお伺いしながら検討を進めるため「ラウンドテーブル2024」を開催します。

 ご意見については、今後の区政運営（将来ビジョン・地域福祉ビジョンの改訂など）の参考とさせていただきます。

※ ラウンドテーブル2024は公開の会議ではありませんが、参加者、会議資料及び議事要旨については公開対象とします。
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中央区将来ビジョン2023－2027の概要
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ゆるやかにつながるまち

みんなで地域を支えていく都市型コミュニティ

中央区

高齢者の見
守り

子育て

盆踊り

スポーツまち美化

魅力発信

防災

防犯

◆地域・行政機関・企業等が連携し、支えあう中央区のコミュニティ
地域活動協議会、地域振興会、老人クラブ連合会、女性会、商店会連合会、すきやねんミナミ
クリーンアップ推進会議、コミュニティ協会、社会福祉協議会、保護司会、民生委員・児童委
員協議会、青少年指導員連絡協議会、青少年福祉委員協議会、PTA、医師会、歯科医師会、薬
剤師会、高齢者福祉関係機関・施設、障がい者福祉関係機関・施設、児童福祉関係機関・施設
など（順不同）

主な取組課題

健康寿命
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“ゆるやかにつながるまち”に沿ったまちづくりのイメージ
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戦略の方向性

戦略の方向性めざすべき将来像基本方針に沿ったまちづくりの柱

１－１ にぎわい

多彩な魅力の創出と情報発信による持続

的なにぎわいづくり

まちの魅力が高まり、内外から多くの人が繰

り返し訪れるにぎわいにあふれたまち

柱１

繰り返し訪れたくなるにぎわいのまち

２－１ 防災

「マンション防災」を軸とした災害に強

いまちづくり
「自助」「共助」を中心とした災害に強いま

ち、区民が自らのまちに愛着を持ち、安全・

安心で快適に暮らせるまち

柱２

安全・安心で快適に暮らせるまち
２－２ 防犯・環境浄化

まちを愛する区民とつくる安全・安心で

快適に暮らせるまちづくり

３－１ 子育て

安心して子育てができる環境づくり

未来の担い手であるすべての子どもがすこや

かに成長するよう、子育て家庭が安心して子

育てができるまち

誰一人取り残されることなく、未来を切り拓

く力を培っていけるよう、子どもたちの学び

を応援するまち

柱３

子どもの未来をみんなで育むまち

３－２ 子どもの学び

子どもや学校を応援する学びのネット

ワークづくり

４－１ 地域コミュニティ

つながりふれあう豊かなコミュニティづ

くり

長い歴史の中で培われた豊かなコミュニティ

を礎に、価値観の多様化やライフスタイルの

変化の中にあっても、人々がそれぞれを尊重

しながら、つながりふれあい支え合う、誰も

が幸せに暮らせるまち

柱４

誰もが幸せに暮らせるまち ４－２ 地域福祉

健やかでいきいきと暮らせるまちづくり５



ラウンドテーブル2024の回次とテーマ

担当課⻑テーマ
（ご意見をいただきたい内容）

将来ビジョンの項目開催日回次

• 平田市民活動支援・教
育担当課長

• 山内保健主幹
• 谷川子育て支援・保育

担当課長
• 三島区政企画課長

妊娠期からの子育て、子どもの育
ち・学びを応援するための取り組
みの方向性について

3-1 子育て

12月5日（木）
18時30分～20時30分

１

3-2 子どもの学び

• 釜野魅力推進課長
• 大西市民協働課長
• 三島区政企画課長

「にぎわいづくり」と「防犯・環
境問題」を表裏一体なものとして
考える取り組みの方向性について

1-1 にぎわい
12月10日（火）
18時30分～20時30分

２
2-2 防犯・環境浄化

• 村上保健福祉課長
• 山内保健主幹
• 三島区政企画課長

健康寿命を延ばすとともに、医療
や介護が必要になっても自宅で暮
らしていけるための取り組みの方
向性について

4-2 地域福祉
12月12日（木）
18時30分～20時30分

３

• 大西市民協働課長
• 三島区政企画課長

防災を切り口としたマンションコ
ミュニティの形成、また、地域活
動への参加や町会加入を促進する
など地域防災力を高めるための取
り組みの方向性について2-1 防災

12月17日（火）
18時30分～20時30分

４
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柱１ 繰り返し訪れたくなるにぎわいのまち １－１にぎわい

戦略の方向性課 題現 状時点

• 多彩な魅力の創出と情報発信によ
る持続的なにぎわいづくり

• ダメージからの「再生」に取り組む
商店会、企業、関係団体等と連携・
協働し、「再生」とさらにその先を
も見据え、地域が活性化し、持続的
にまちがにぎわうよう取り組んでい
く必要がある。

• 中央区は古くから大阪の経済・文化
の中心地として国内外から多くの
人々が訪れるまち。区はその魅力の
発信に取り組んできている。

• 近年は、大阪城や道頓堀などの観光
地に多くの外国人観光客（インバウ
ンド）が訪れ、活況を呈してきた。

• 新型コロナウィルス感染症の拡大に
よる国内観光需要の激減（インバウ
ンド消失、国内旅行者数の半減）に
より、中央区のにぎわいも深刻なダ
メージを受けている。

2023年
3月

• 商店会や企業、関係団体等と連
携・協働し、地域や近隣に住む
人々に愛され、内外から多くの人
が「繰り返し訪れたくなる」魅力
を創出する。

• 2025大阪・関西万博の開催機運の
高まりとも連動させながら、歴史
や文化に彩られ、なおもダイナ
ミックに変容していくまちの魅力
を国内外に戦略的に発信していく。

• 多彩な魅力の創出と情報発信によ
る持続的なにぎわいづくり

ダメージからの「再生」に取り組む
• 商店会、企業、関係団体等と連携・

協働し、大阪・関西万博のその先を
も見据え、地域が活性化し、持続的
にまちがにぎわうよう取り組んでい
く必要がある。

• 中央区に存在する歴史的・文化的価
値のある観光資源の魅力を広く発信
するとともに、観光客に繰り返し訪
れてもらえるような環境を整備して
いく必要がある。

• 中央区は古くから大阪の経済・文化
の中心地として国内外から多くの
人々が訪れるまち。区はその魅力の
発信に取り組んできている。

• 2024年上半期に大阪を訪れたインバ
ウンド（訪日外国人）は新型コロナ
ウイルス禍前の19年同期を3%上回り、
過去最多を更新した。

• 2025年には、大阪・関西万博開催に
より、国内外からの観光客の更なる
増加が想定される。

2024年
11月

• 商店会や企業、関係団体等と連
携・協働し、地域や近隣に住む
人々に愛され、内外から多くの人
が「繰り返し訪れたくなる」魅力
を創出する。

• 2025大阪・関西万博の開催とも連
動させながら、歴史や文化に彩ら
れ、なおもダイナミックに変容し
ていくまちの魅力を国内外に戦略
的に発信していく。
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柱２ 安全・安心で快適に暮らせるまち ２－１防災

戦略の方向性課 題現 状時点

• 「マンション防災」を軸とした災
害に強いまちづくり

• 大規模災害に備え、区民の防災対策
が、マンション居住者の多い中央区
の特性に応じた具体の防災行動につ
ながるよう、さらなる普及啓発が必
要である。特に、地域と関わりの薄
いマンション居住層へのアプローチ
手法を新たに構築する必要がある

• 昼間の災害発生に備え、企業等と連
携・協働を進めていく必要がある。

• 防災への関心は高く、大規模災害時
における「自助」「共助」の重要性
は浸透しているが、家庭での家具転
倒防止や備蓄、地域・自治会の防災
訓練への参加といった具体の防災行
動に至っていないことが多い。

• 地域と関わりの薄いマンション居住
層の参画が広がらず、地域コミュニ
ティの希薄化に伴って地域防災力の
向上が図りにくい。

• 中央区は大阪市で最も昼間人口が多
く、昼間に大規模災害が発生した場
合には多くの人が帰宅困難になるこ
とが想定されている。

2023年
3月

• 共同住宅居住層が９割以上という
区の特性に応じ、マンション固有
の防災対策の必要性を啓発普及す
ることでマンションコミュニティ
の防災力を高める。

• さらにこうしたマンションコミュ
ニティと地域の防災組織、企業と
をつなげ、災害に強いまちづくり
を実現する。

• 「マンション防災」を軸とした災
害に強いまちづくり

• 大規模災害に備え、区民の防災対策
が、マンション居住者の多い中央区
の特性に応じた具体の防災行動につ
ながるよう、さらなる普及啓発が必
要である。特に、地域と関わりの薄
いマンション居住層へのアプローチ
手法を新たに構築する必要がある。

• 昼間の災害発生に備え、企業等と連
携・協働を進めていく必要がある。

• 防災への関心は高く、大規模災害時
における「自助」「共助」の重要性
は浸透しているが、家庭での家具転
倒防止や備蓄、地域・自治会の防災
訓練への参加といった具体の防災行
動に至っていないことが多い。

• 地域と関わりの薄いマンション居住
層の参画が広がらず、地域コミュニ
ティの希薄化に伴って地域防災力の
向上が図りにくい。

• 中央区は大阪市で最も昼間人口が多
く、昼間に大規模災害が発生した場
合には多くの人が帰宅困難になるこ
とが想定されている。

2024年
11月

• 共同住宅居住層が９割以上という
区の特性に応じ、マンション固有
の防災対策の必要性を啓発普及す
ることでマンションコミュニティ
の防災力を高める。

• さらにこうしたマンションコミュ
ニティと地域の防災組織、企業と
をつなげ、災害に強いまちづくり
を実現する。
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柱２ 安全・安心で快適に暮らせるまち ２－２防犯・環境浄化

戦略の方向性課 題現 状時点

• まちを愛する区民とつくる安全・安心で
快適に暮らせるまちづくり

• 犯罪被害を防ぐため、区民の防
犯意識をより向上する必要があ
る。

• 万博開催に合わせた路上喫煙禁
止エリアの拡大をふまえた対策
を行うとともに、自転車利用の
適正化等まちの環境美化にかか
る区民の意識をより向上する必
要がある。

• 中央区の街頭における主な犯罪の
発生率は大阪市内ワースト１（令
和3年集計）である。また、高齢者
を狙った特殊詐欺も手口が巧妙化
し、被害額が増大している。

• 放置自転車台数は減ってはいるも
のの、危険な走行とも合わせて自
転車利用に関わる苦情、路上喫煙
やポイ捨て等まちの環境美化に関
わる苦情が多く寄せられている。
また、自転車が関連している交通
事故の割合も高い。

2023年
3月

• 地域や自らのまちに愛着を持つ区民のみ
なさんとともに安全・安心で快適に暮ら
せるまちづくりに取り組む。

• 関係機関と密に連携し、被害の多い犯罪
について重点的に区民に広報啓発するこ
とにより、防犯意識を高め、犯罪抑制に
取り組むとともに、適正な自転車利用の
啓発等、交通安全意識の向上に取り組む。

• 関係機関と連携し、喫煙所の設置など路
上喫煙対策に取り組む。

• まちを愛する区民とつくる安全・安心で
快適に暮らせるまちづくり

• 犯罪被害を防ぐため、区民の防
犯意識をより向上する必要があ
る。

• 観光客の増加など、にぎわいが
増す一方で放置自転車や路上喫
煙の問題など、まちの環境が課
題となっている。万博開催に合
わせた路上喫煙禁止エリアの拡
大をふまえた対策を行うととも
に、自転車利用の適正化等まち
の環境美化にかかる区民の意識
をより向上する必要がある。

• 中央区の街頭における主な犯罪の
発生率は大阪市内ワースト１（令
和3年集計）である。また、高齢者
を狙った特殊詐欺も手口が巧妙化
し、被害額が増大している。

• 放置自転車台数は減ってはいるも
のの、危険な走行とも合わせて自
転車利用に関わる苦情、路上喫煙
やポイ捨て等まちの環境美化に関
わる苦情が多く寄せられている。
また、自転車が関連している交通
事故の割合も高い。

2024年
11月

• 地域や自らのまちに愛着を持つ区民のみ
なさんとともに安全・安心で快適に暮ら
せるまちづくりに取り組む。

• 関係機関と密に連携し、被害の多い犯罪
について重点的に区民に広報啓発するこ
とにより、防犯意識を高め、犯罪抑制に
取り組むとともに、適正な自転車利用の
啓発等、交通安全意識の向上に取り組む。

• 関係機関と連携し、喫煙所の設置など路
上喫煙対策に取り組む。
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柱３ 子どもの未来をみんなで育むまち ３－１子育て

戦略の方向性課 題現 状時点

• 安心して子育てができる環境づく
り

• 保護者が孤立せず、安心して子育て
できるよう仲間づくりや気軽に相談
できる場が必要である。

• 児童虐待の懸念や子どもの貧困等、
外からは見えにくい家庭内の課題を
早期に見つけ支援につなげる必要が
ある。

• ニーズに合った保育サービスを提供
する必要がある。

• 子育て支援情報を必要なすべての人
に届ける必要がある。

• 中央区では子育て層が急増している
が、その多くがマンションに居住し、
かつ居住年数も浅いことが推定され
る。

• 核家族化が進行し地域との関わりも
薄い中、周囲に相談相手が見つから
ず保護者が一人で不安や悩みを抱え
孤立してしまうことが懸念されてい
る。

• 共働き世帯が増加し、保育ニーズが
ますます高まることが予想される。

2023年
3月

• 商業施設やマンションコミュニ
ティと連携することにより、子育
て世帯のニーズに沿ったより交
流・相談しやすい場を提供すると
ともに、地域とのつながりを促進
し、子育て家庭を見守る体制をさ
らに充実していく。

• また、必要な人にしっかりと子育
て支援情報を届け、安心して子育
てができる環境づくりに取り組む。

• 安心して子育てができる環境づく
り

• 保護者が孤立せず、安心して子育て
できるよう仲間づくりや気軽に相談
できる場が必要である。

• 児童虐待の懸念や子どもの貧困等、
外からは見えにくい家庭内の課題を
早期に見つけ支援につなげる必要が
ある。

• ニーズに合った保育サービスを提供
する必要がある。

• 子育て支援情報を必要なすべての人
に届ける必要がある。

• 中央区では子育て層が急増している
が、その多くがマンションに居住し、
かつ居住年数も浅いことが推定され
る。

• 核家族化が進行し地域との関わりも
薄い中、周囲に相談相手が見つから
ず保護者が一人で不安や悩みを抱え
孤立してしまうことが懸念されてい
る。

• 共働き世帯が増加し、保育ニーズが
ますます高まることが予想される。

• 令和６年度より母子保健と児童福祉
の連携の更なる強化を図るためこど
も家庭センターを設置。

2024年
11月

• 商業施設やマンションコミュニ
ティと連携することにより、子育
て世帯のニーズに沿ったより交
流・相談しやすい場を提供すると
ともに、地域とのつながりを促進
し、子育て家庭を見守る体制をさ
らに充実していく。

• また、必要な人にしっかりと子育
て支援情報を届け、安心して子育
てができる環境づくりに取り組む。
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柱３ 子どもの未来をみんなで育むまち ３－２子どもの学び

戦略の方向性課 題現 状時点

• 子どもや学校を応援する学びの
ネットワークづくり

• 学校園の実情に応じた学習環境づく
りの支援が必要である。

• 外国につながる児童・生徒等は多様
な背景を持っており、学習支援だけ
ではなく、本人や保護者が地域で孤
立しないよう多様な支援が求められ
る。こうした複雑な課題解決には、
社会全体での取組が求められている。

• 区内の子どもの数が増加する中、外
国につながる児童・生徒をはじめ、
様々な支援を必要とする子どもたち
も増加している。

• 子どもたちの学びを取り巻く環境は
複雑化しており、学校園での取組だ
けでは困難な課題も生じている。2023年

3月

• 区内で学ぶ児童・生徒らが、自ら
の持つ可能性を広げ、未来を切り
拓く力を培っていけるよう、学校
園のニーズに応じた学習環境づく
りの支援を行う。

• さらには、学校・地域・大学・文
化施設・企業等が連携協働し「子
どもの学び」を応援する「地域ぐ
るみの学びや活動のネットワク」
づくりに取り組んでいく

• 子どもや学校を応援する学びの
ネットワークづくり

• 学校園の実情に応じた学習環境づく
りの支援が必要である。

• 外国につながる児童・生徒等は多様
な背景を持っており、学習支援だけ
ではなく、本人や保護者が地域で孤
立しないよう多様な支援が求められ
る。こうした複雑な課題解決には、
社会全体での取組が求められている。

• 区内の子どもの数が増加する中、外
国につながる児童・生徒をはじめ、
様々な支援を必要とする子どもたち
も増加している。

• 子どもたちの学びを取り巻く環境は
複雑化しており、学校園での取組だ
けでは困難な課題も生じている。2024年

11月

• 区内で学ぶ児童・生徒らが、自ら
の持つ可能性を広げ、未来を切り
拓く力を培っていけるよう、学校
園のニーズに応じた学習環境づく
りの支援を行う。

• さらには、学校・地域・大学・文
化施設・企業等が連携協働し「子
どもの学び」を応援する「地域ぐ
るみの学びや活動のネットワク」
づくりに取り組んでいく
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柱４ 誰もが幸せに暮らせるまち ４－１地域コミュニティ

戦略の方向性課 題現 状時点

• つながりふれあう豊かなコミュニ
ティづくり

• これまで培われてきた豊かなコミュ
ニティが今後もまちの礎となるよう、
地域の事情に合わせ引き続き支援す
る必要がある。

• 中央区の住民の９割以上がマンショ
ンに居住していること、価値観の多
様化やライフスタイルの変化をふま
え、これまでとは違うより柔軟なつ
ながりのあり方が求められている。

• 中央区においては長く培われてきた
豊かなコミュニティがあり、地域活
動協議会をはじめ様々な地域団体に
より地域活動が行われているが、高
齢化や参加者、の減少により活動の
担い手が固定化している。

• 区民の多くが近所どうしのつながり
は大切であると考えている。一方で、
転入出が多いことなどから、地域の
つながりのきっかけが無い層・関心
が薄い層が増えており、地域活動へ
の参加を促すべく取り組んできてい
るが、その結果は十分とはいえない。

2023年
3月

• これまでの地域への支援を継続す
るとともに、防災や子育て支援等
マンションコミュニティのニーズ

• に応じた行政情報を共有する。
• そこから地域の防災活動や見守り

活動などとの連携をはかり、それ
らの体験や学びを通じて’ゆるや
かなつながり’を促進していき、
区民のまちへの愛着を育む。

• つながりふれあう豊かなコミュニ
ティづくり

• これまで培われてきた豊かなコミュ
ニティが今後もまちの礎となるよう、
地域の事情に合わせ引き続き支援す
る必要がある。

• 中央区の住民の９割以上がマンショ
ンに居住していること、価値観の多
様化やライフスタイルの変化をふま
え、これまでとは違うより柔軟なつ
ながりのあり方が求められている。

• 中央区においては長く培われてきた
豊かなコミュニティがあり、地域活
動協議会をはじめ様々な地域団体に
より地域活動が行われているが、高
齢化や参加者、の減少により活動の
担い手が固定化している。

• 区民の多くが近所どうしのつながり
は大切であると考えている。一方で、
転入出が多いことなどから、地域の
つながりのきっかけが無い層・関心
が薄い層が増えており、地域活動へ
の参加を促すべく取り組んできてい
るが、その結果は十分とはいえない。

2024年
11月

• これまでの地域への支援を継続す
るとともに、防災や子育て支援等
マンションコミュニティのニーズ
に応じた行政情報を共有する。

• そこから地域の防災活動や見守り
活動などとの連携をはかり、それ
らの体験や学びを通じて’ゆるや
かなつながり’を促進していき、
区民のまちへの愛着を育む。
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柱４ 誰もが幸せに暮らせるまち ４－２地域福祉

戦略の方向性課 題現 状
時
点

• 健やかでいきいきと暮らせるまちづくり• 高齢者が孤立せず自分らしく安心
して暮らせるよう地域での居場所
づくりや見守りなどの支援を広げ
るとともに区民にしっかりと周知
していく必要がある。

• 健康寿命を延ばすとともに、医療
や介護が必要となっても自宅で暮
らしていけるよう地域包括ケアシ
ステムの強化が必要である。

• 支援を必要とする人達が「誰一人
取り残されず」支援につながるよ
う行政機関・地域・区民が一体と
なって取り組む必要がある。

• 中央区の６５歳以上を含む高齢者世帯
は増加しており、そのうち約半数が独
居世帯である。今後、認知症などによ
り医療と介護双方を必要とする高齢者
の増加が見込まれる。高齢者や障がい
者等の見守り活動について、７割近く
が知らない。また、コロナ禍で外出を
控えることで、孤立化や体力の低下、
認知症の進行が懸念される。

• 何らかの支援を必要とする人及びその
家族においては、社会から孤立し支援
につながらない、または複合的な課題
を抱え支援が困難となるケースが増え
てきている。

2023
年
3月

• 地域コミュニティや医療・介護事業者等が連
携・協働した地域包括ケアシステムの強化に取
り組むとともに、「災害時の安否確認や高齢者
等避難支援」について、マンションコミュニ
ティにアプローチし、日頃の見守り、地域との
連携につなげていく。

• また、すべての区民に「見守りのしくみや支援
に関する情報」を届け、必要な時につながるこ
とがで

• きるよう、誰もが誰かを「気にかけ、つながり、
支え合える」まちを実現する。

• 健やかでいきいきと暮らせるまちづくり• 高齢者が孤立せず自分らしく安心
して暮らせるよう地域での居場所
づくりや見守りなどの支援を広げ
るとともに区民にしっかりと周知
していく必要がある。

• 健康寿命を延ばすとともに医療や
介護が必要となっても自宅で暮ら
していけるよう地域包括ケアシス
テムの強化が必要である。

• 支援を必要とする人達が「誰一人
取り残されず」支援につながるよ
う行政機関・地域・区民が一体と
なって取り組む必要がある。

• 中央区の６５歳以上を含む高齢者世帯
は増加しており、そのうち約半数が独
居世帯である。今後、認知症などによ
り医療と介護双方を必要とする高齢者
の増加が見込まれる。高齢者や障がい
者等の見守り活動について、７割近く
が知らない。また、コロナ禍で外出を
控えることで、孤立化や体力の低下、
認知症の進行が懸念される。

• 何らかの支援を必要とする人及びその
家族においては、社会から孤立し支援
につながらない、または複合的な課題
を抱え支援が困難となるケースが増え
てきている。

2024
年

11月

• 地域コミュニティや医療・介護事業者等が連
携・協働した地域包括ケアシステムの強化に取
り組むとともに、「災害時の安否確認や高齢者
等避難支援」について、マンションコミュニ
ティにアプローチし、日頃の見守り、地域との
連携につなげていく。

• また、すべての区民に「見守りのしくみや支援
に関する情報」を届け、必要な時につながるこ
とができるよう、誰もが誰かを「気にかけ、つ
ながり、支え合える」まちを実現する。
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